
  

令和５年度 

学校法人昭和大学 決算の概要 

 

令和５年度 学校法人昭和大学の決算は、

令和６年５月２４日の臨時理事会で承認され、

同日の評議員会にて報告しました。令和５年

度は新型コロナウイルス感染症が５類に移行

し、日常生活がコロナ禍前に戻りつつある中

で新型コロナ関係の補助金や診療報酬への加

算が大きく減額となりましたが、病院全体で

の医療収入は予算を達成し、減額分を補うこ

とができました。設備投資としては、教育環

境を整備すべく、旗の台キャンパスの校舎の

耐震補強工事を進め、富士吉田キャンパスに

は新男子寮を竣工しました。附属病院の診療

環境の整備においては、北部病院でＮＩＣ

Ｕ・ＧＣＵ小児病棟の改修工事を行いました。

また、都内附属病院電子カルテ統合計画の推

進の一部として、電子カルテ部門システムの

放射線画像管理システム（ＰＡＣＳ）を統合

しました。入院環境の向上のために各病院で

患者用の無料インターネット無線接続設備

（ＷｉーＦｉ）を導入しました。外部資金の

獲得は、私立大学等経常費補助金の交付額が

前年度同様に全国３位を維持しました。 

一．資金収支について 

資金収支は法人の諸活動に対応する資金の

動きを伴う収入支出の内容を示しております。

当年度の資金収入は１，４４２億４，０４２

万円（前年度繰越支払資金を除く）、資金支出

は１，５０３億１，０６２万円（翌年度繰越

支払資金を除く）で、支払資金は６０億７，

０２０万円の減少となりました。 

収入の部の主要科目について予算と比較す

ると、学生生徒等納付金収入が６，５４０万

円の減額、手数料収入が９，２２６万円の減

額、寄付金収入が１億９，４４０万円の減額

となりました。補助金収入は予算では見込ん

でいなかった新型コロナウイルス感染対策の

補助金が３億３千万円交付されたことにより、

予算と比べて４億５，１７１万円の増額とな

りました。付随事業・収益事業収入は２億８，

１１１万円の増額、医療収入は３７億８，５

２１万円の増額、雑収入は２億３，３８８万

円の増額でした。 

支出の部の主要科目について予算と比べる

と、人件費支出が７億５，０１３万円の減額

で執行率は９８．６％、教育研究経費支出が

２８億１，９７２万円の増額で執行率は１０

４．６％となりました。この教育研究経費の

中で大きな比重を占める、薬品費・医療材料

費・給食材料費・医療委託費の支出からなる

「直接医療経費」は医療収入の３７．７％と

なりました。管理経費支出は１２億９，８５

６万円の減額で執行率は７６．９％でした。

また、土地、建物等の施設関係支出は予算に

比べて５億１，５８３万円の減額で執行率は

８５．５％、教育研究用機器備品、図書など

の設備関係支出は４億１，９８０万円の減額

で執行率は９１．２％でした。これら以外の

科目では借入金等返済支出、資産運用支出等

があります。 

二．事業活動収支について 

 事業活動収支は企業会計の損益計算に近い

もので収支均衡状態を測定し、経営状況を明

らかにするものです。諸活動の収入を合算し

た事業活動収入の合計は１，３６３億５，７

７８万円となり、予算より５８億６，６１３

万円の増額となりました。科目ごとの金額は

資金収支と重複しますので主要科目の構成割

合を以下に示します。学生生徒等納付金は７．



  

１％、経常費等補助金は５．１％、医療収入

は８２．４％でした。資金の動きを伴わない

現物寄付７５０万円が寄付金に計上されてい

ます。一方、事業活動支出の部合計は１，２

９５億４，８２２万円となり、支出合計は予

算より５億１，７９４万円の増額となりまし

た。構成割合は、人件費４１．３％、教育研

究経費５４．６％、管理経費３．８％となり

ました。なお、資金の動きを伴わない退職給

与引当金繰入額２０億４，９６２万円が人件

費に、減価償却額７６億６，３７４万円が教

育研究経費と管理経費に含まれています。基

本金組入前当年度収支差額は６８億９５６万

円の収入超過、黒字となり、事業活動収支差

額比率は４．９％でした。基本金組入額５５

億６，７２８万円を引いた当年度収支差額は、

１２億４，２２８万円の収入超過となりまし

た。 

三．貸借対照表について 

 令和６年３月３１日現在の財産状況を示し

ております。固定資産(土地・建物・機器備品・

特定資産他)と流動資産(現金預金・未収入金

他)の資産の部合計は２，５６７億３，９４８

万円で、前年度末と比べて３９億５，４６１

万円の増加となりました。主な変動要因とし

て、有形固定資産では富士吉田キャンパスの

蔵書を整理し、一部を除却したことで図書が

１億５，６５２万円減少しました。特定資産

は将来構想を実現するための積立金です。令

和５年度も附属病院の協力を得て８種類の特

定資産に８４億７，５３６万円を繰り入れま

したが、一部の特定資産を取り崩した結果、

５８億１，３０６万円の増加となりました。

学内預金制度の資金は学内預金引当特定資産

として、支払資金とは区分して保全管理し、

８億４，５０１万円の増加となりました。支

払資金にあたる現金預金は６０億７，０２０

万円の減少となりました。 

一方、固定負債(長期借入金・退職給与引当

金他)と流動負債(短期借入金・未払金他)の合

計は４５４億１７万円で、借入金を返済した

ため前年度末と比べて２８億５，４９４万円

の減少となりました。 

資産の部合計から負債の部合計を差し引い

た「正味財産」は２，１１３億３，９３１万

円で、前年度より６８億９５６万円の増加と

なりました。 

 


